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本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に
つ

い
て
、
総
務
委
員
会
・
産
業
建
設
委
員
会
・

教
育
厚
生
委
員
会
・
予
算
審
査
特
別
委

員
会
を
開
き
、
審
査
等
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

な
お
、
各
議
案
の
内
容
（
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
掲
載
で
す
。

ま
た
、
各
委
員
会
に
お
い
て
行
政
調

査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
調
査
内
容
を

報
告
し
ま
す
。

●
第
１
号　

島
原
市
職
員
の
服
務
の
宣

誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
【
可
決
】

Ｑ
非
常
勤
職
員
と
パ
ー
ト
職
員
の
人
数
は

ど
う
か
。

Ａ
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
、
パ
ー
ト

職
員
を
含
め
て
合
計
約
２
４
０
人
で
あ
る
。

●
第
２
号　

島
原
市
印
鑑
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
【
可
決
】

Ｑ
今
回
の
改
正
は
、
意
思
能
力
が
な
い
人

の
権
利
を
間
違
い
な
く
守
っ
て
い
く
よ
う

な
方
向
に
行
く
と
理
解
し
て
い
い
か
。

Ａ
該
当
者
を
守
る
と
い
う
意
味
で
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
変
わ
り
は
な
い
。

●
第
３
号　

島
原
市
有
明
福
祉
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
可
決
】

Ｑ
使
用
料
収
入
の
状
況
は
。

Ａ
平
成
27
年
が
２
６
７
０
円
、
28
年
が

３
３
１
０
円
、
29
年
11
月
ま
で
稼
働
し
て

お
り
２
２
０
０
円
の
収
入
が
あ
っ
た
。

●
第
４
号　

島
原
市
報
酬
及
び
費
用
弁

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
【
可

決
】

Ｑ
こ
の
条
例
改
正
の
背
景
に
は
、
協
力
し

て
く
れ
る
方
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
他
市
の
状
況
を
聞
い
て
も
、
引
き
受
け

て
い
た
だ
く
方
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い

状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

●
第
５
号　

選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
【
可

決
】

Ｑ
写
真
の
画
素
数
の
基
準
は
あ
る
の
か
。

Ａ
写
真
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
方
式
を
考
え
て
い
る

が
画
素
数
に
つ
い
て
は
詰
め
て
い
な
い
。

●
第
６
号　

島
原
市
監
査
委
員
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
【
可

決
】

Ｑ
住
民
監
査
請
求
の
事
例
は
あ
る
の
か
。

Ａ
本
市
で
は
１
件
も
発
生
し
て
い
な
い
。

●
第
11
号　

長
崎
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
可
決
】

Ｑ
長
崎
市
が
脱
退
す
る
理
由
は
何
か
。

Ａ
市
町
村
合
併
後
に
退
職
者
の
著
し
い
増

減
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
加
入
さ
れ
共

同
処
理
を
行
わ
れ
た
が
、
今
後
は
退
職
者

の
著
し
い
増
減
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
退
職
手
当
事
業
か
ら
脱
退
さ
れ
る
。

●
第
12
号　

県
央
県
南
広
域
環
境
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
【
可
決
】

Ｑ
南
島
原
市
の
全
町
が
入
る
と
ゴ
ミ
の
量

は
ど
の
く
ら
い
増
え
る
の
か
。

Ａ
新
た
な
施
設
の
完
成
後
に
、
有
家
町
か

ら
加
津
佐
町
ま
で
の
６
町
分
の
可
燃
ご
み

が
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
量
に
す
る
と
平

成
30
年
度
が
年
間
１
万
１
５
６
８
ト
ン
で

あ
る
。

●
第
13
号　

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
【
可
決
】

委
員
会
活
動
報
告

 

総    

務  

委
員
会

 

審
査
件
数
10
件

選
挙
公
報
の
掲
載
文
を
電
子
デ
ー
タ

に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
可
能

pick up

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
文

の
表
記
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
行

う

投
票
管
理
者
等
の
報
酬
に
つ
い
て
改

正
す
る

pick up

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
つ
い
て
定
め

る

成
年
被
後
見
人
の
権
利
の
制
限
に
係

る
措
置
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
印

鑑
登
録
の
資
格
を
見
直
す

pick uppick up

温
泉
ス
タ
ン
ド
を
廃
止
す
る
こ
と
に

伴
い
、
温
泉
ス
タ
ン
ド
に
係
る
使
用

料
の
規
定
に
つ
い
て
削
除
す
る

pick up

長
崎
市
が
長
崎
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
か
ら
脱
退
す
る

共
同
処
理
区
域
、
議
員
定
数
及
び
関

係
市
の
負
担
金
割
合
の
変
更

pick uppick up

市
庁
舎
建
設
に
伴
う
既
存
新
館
解
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
行
う

pick up

pick up
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Ｑ
契
約
金
額
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
が

あ
る
の
か
。

Ａ
解
体
工
事
に
つ
い
て
も
、
国
か
ら
の
有

利
な
起
債
で
あ
る
一
般
単
独
災
害
復
旧
事

業
債
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
、
県

と
協
議
し
て
い
る
。
国
か
ら
の
措
置
が

84
％
程
度
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
市
の
負

担
は
16
％
程
度
に
な
る
と
思
う
。

●
第
14
号　

島
原
市
基
本
構
想
の
策
定

に
つ
い
て
【
可
決
】

Ｑ
人
口
が
減
少
す
る
中
、
10
年
後
の
島
原

市
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
予
算
が
必
要
な
の

か
。

Ａ
基
本
計
画
に
は
財
政
的
な
も
の
は
謳
っ

て
い
な
い
。
予
算
規
模
と
い
う
の
は
国
、

県
の
事
業
の
活
用
で
変
わ
っ
て
く
る
。
た

だ
、
ゆ
く
ゆ
く
は
税
収
は
減
り
、
交
付
税

も
減
っ
て
き
て
お
り
、
基
金
を
取
り
崩
し

て
繰
り
入
れ
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。
国
の
三
位
一
体
改
革
以
降
、
国
の

補
助
金
制
度
が
変
更
と
な
り
、
交
付
税
措

置
、
あ
る
い
は
交
付
金
制
度
に
な
っ
て
き

た
こ
と
を
見
て
い
く
と
、
２
０
０
億
円
程

度
の
予
算
規
模
で
な
い
と
や
っ
て
い
け
な

い
と
思
う
。

●
第
７
号　

島
原
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
市
営
住
宅
の
滞
納
に
つ
い
て
。

Ａ
入
居
者
８
１
２
世
帯
の
う
ち
、
55
世
帯

が
滞
納
。
滞
納
料
金
は
平
成
30
年
度
が
７

１
９
万
７
千
円
で
、
10
年
前
の
20
年
度
は

１
１
７
０
万
６
千
円
で
あ
り
、
減
少
傾
向

に
あ
る
。
３
か
月
滞
納
し
た
場
合
に
明
け

渡
し
請
求
が
で
き
る
。

●
第
20
号　

令
和
２
年
度
島
原
市
温
泉
給

湯
事
業
特
別
会
計
予
算
【
可
決
】

Ｑ
工
事
分
担
金
を
下
げ
た
後
の
状
況
は
ど

う
か
。

Ａ
名
称
を
工
事
分
担
金
か
ら
給
湯
加
入
金

に
改
正
し
、
金
額
も
減
額
し
た
。
そ
の
後

新
規
の
申
し
込
み
が
特
別
供
給
で
１
件
あ

り
、
普
通
供
給
で
は
増
量
が
１
件
あ
っ

た
。
現
在
の
状
況
と
し
て
は
、
普
通
供
給

が
７
件
、
特
別
供
給
が
33
件
で
あ
る
。

Ｑ
一
般
家
庭
の
温
泉
使
用
料
は
い
く
ら

で
、
蛇
口
か
ら
出
る
お
湯
は
何
度
か
。

Ａ
年
間
８
万
円
程
度
が
平
均
で
あ
る
。
ま

た
、
約
50
度
ぐ
ら
い
の
温
度
が
出
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
以
前
に
比
べ
る
と
温
か

く
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
第
22
号　

島
原
市
水
道
事
業
会
計
予
算

【
可
決
】

Ｑ
上
水
道
の
普
及
率
が
99
・
３
％
で
、
あ

と
の
０
・
７
％
は
ど
う
い
う
状
況
の
方
か
。

Ａ
井
戸
水
を
飲
用
水
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

Ｑ
老
朽
管
の
更
新
事
業
の
計
画
は
。

Ａ
令
和
２
年
度
に
管
の
延
長
で
約
２
７
０

０
メ
ー
ト
ル
の
更
新
を
計
画
し
て
い
る
。

Ｑ
有
明
地
区
に
お
い
て
硝
酸
、
亜
硝
酸
態

窒
素
の
関
係
で
希
釈
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
希
釈
率
70
％
程
度
を
良
質
の
水
と
し
て

配
水
し
て
お
り
、
毎
年
５
％
程
度
を
上
げ

て
い
く
計
画
で
あ
る
。
今
後
、
給
水
人
口

は
減
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
新
た

に
水
源
を
掘
る
計
画
は
な
い
。

産
業
建
設  

委
員
会

 

審
査
件
数
３
件

連
帯
保
証
人
の
極
度
額
は
、
家
賃
の

24
か
月
分
と
す
る

上の原浄水場の完成イメージ図

pick up

本
市
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
行
政
の
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本

構
想
を
策
定
す
る

pick up

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
２
９
２
１
万
２
千
円
と
定
め
る

pick up

収
益
的
収
入
及
び
支
出
予
定
額
は
、

収
入
で
水
道
事
業
収
益
８
億
４
５
４

５
万
８
千
円
、
支
出
で
水
道
事
業
費

用
７
億
６
３
２
９
万
１
千
円
で
あ
る
。

資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、

収
入
で
資
本
的
収
入
４
億
３
６
７
１

万
７
千
円
、
支
出
で
資
本
的
支
出
８

億
６
４
１
１
万
８
千
円
で
あ
り
、
資

本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対

し
、
不
足
す
る
額
４
億
２
７
４
０
万

１
千
円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
５
３
９
１
万
９
千
円
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
７
７

６
１
万
４
千
円
、
当
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
２
億
１
８
９
４
万
７
千

円
及
び
建
設
改
良
積
立
金
７
６
９
２

万
１
千
円
で
補
て
ん
す
る
。

pick up

　



  12　　　　　　島原市議会だより№ 245

●
第
８
号　

島
原
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
国
に
お
い
て
行
わ
れ
た
訂
正
手
続
き
の

内
容
は
。

Ａ
国
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
43
カ
所
の
訂

正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
訂
正
箇
所
は
、
ほ

と
ん
ど
が
文
言
の
整
理
で
あ
る
。

●
第
９
号　

島
原
市
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
こ
の
事
業
を
活
用
す
る
事
業
者
は
、
市

内
に
幾
つ
あ
る
の
か
。

Ａ
事
業
を
活
用
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
12
カ
所
で
あ
る
。
。

●
第
10
号　

島
原
市
母
子
生
活
支
援
施

設
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
【
可
決
】

Ｑ
条
例
が
廃
止
に
な
る
こ
と
で
、
支
援
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
方
々
に
対
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

Ａ
今
後
は
、
既
存
の
福
祉
の
制
度
で
そ
れ

ぞ
れ
の
相
談
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
。

例
え
ば
、
母
子
生
活
支
援
施
設
で
の
生
活

が
必
要
と
な
る
場
合
は
、
児
童
相
談
所
を

通
じ
て
、
他
市
の
母
子
生
活
支
援
施
設
に

入
所
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

●
第
16
号　

平
成
31
年
度
（
令
和
元
年

度
）
島
原
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
【
可
決
】

●
第
17
号　

平
成
31
年
度
（
令
和
元
年

度
）
島
原
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
【
可
決
】

●
第
19
号　

令
和
２
年
度
島
原
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
【
可

決
】

Ｑ
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
に
つ
い

て
、
基
金
に
は
限
り
が
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ
基
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

30
年
度
ま
で
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定

外
繰
入
と
し
て
13
億
円
を
積
み
立
て
、
歳

入
不
足
に
充
て
て
い
る
。
令
和
２
年
度
の

当
初
予
算
で
は
、
１
億
９
千
万
円
を
基
金

か
ら
繰
り
入
れ
て
収
支
を
保
っ
た
が
、
基

金
残
高
は
数
百
万
円
で
あ
る
。
国
民
健
康

保
険
制
度
の
都
道
府
県
化
の
中
で
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ
は
解
消
す

る
方
向
で
あ
る
の
で
、
今
後
は
、
保
険
税

の
改
正
な
ど
を
考
慮
し
、
予
算
の
編
成
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

●
第
21
号　

令
和
２
年
度
島
原
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
【
可
決
】

Ｑ
歳
入
の
一
般
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て
。

Ａ
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
、
事
務
費

繰
入
金
と
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
が
あ

る
。
事
務
費
繰
入
金
は
、
広
域
連
合
及
び

市
の
事
務
に
係
る
負
担
金
を
繰
入
金
と
し

て
、
２
６
０
５
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。　

　

保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
は
、
被
保
険
者

の
う
ち
低
所
得
者
の
保
険
料
の
軽
減
に
対

す
る
公
費
の
負
担
分
を
繰
入
金
と
し
て
、

１
億
７
２
６
１
万
４
千
円
を
計
上
し
て
い

る
。

教
育
厚
生 

委
員
会

 

審
査
件
数
７
件

pick up

国
の
基
準
の
訂
正
に
伴
う
文
言
の
整

理

pick up

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
４
９
９
万
１
千
円
を
減
額
し
、
予

算
の
総
額
を
68
億
４
３
７
５
万
５
千

円
と
す
る

pick up

放
課
後
児
童
支
援
員
が
修
了
す
べ
き

研
修
の
実
施
主
体
に
、
指
定
都
市
の

長
を
加
え
る

pick up

島
原
市
母
子
生
活
支
援
施
設
わ
か
ば

を
廃
止
す
る

pick up

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
１
３
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
６
億
１
８
０
７
万
７
千
円

と
す
る

pick up

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

69
億
91
万
８
千
円
と
定
め
る

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
億
３
６
０
４
万
４
千
円
と
定
め
る

pick up

後期高齢者医療保険料
（一部抜粋）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
実
施
し
て
い
る
小
学
校
の
臨

時
休
業
に
伴
う
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
午
前
中
か
ら
の
開
所
に
要
す
る
人

件
費
等
へ
の
補
助

　

審
査
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
常
任
委

員
会
を
単
位
と
す
る
各
所
管
の
分
科
会

か
ら
の
審
査
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、

総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
第
15
号　

平
成
31
年
度
（
令
和
元
年

度
）
島
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
【
可
決
】

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
３
９
３
３
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
を
２
４
３
億
８
５
６
９
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

Ｑ
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
の
減
額

は
何
件
分
か
。

Ａ
２
０
０
基
７
７
７
７
万
円
を
当
初
予
算

で
計
上
し
て
い
た
が
、
実
績
で
１
８
５
基

７
０
９
０
万
８
千
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

●
第
18
号　

令
和
２
年
度
島
原
市
一
般

会
計
予
算
【
可
決
】

　

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
３
６
億
２
０
０
万
円
と
定
め
る
も
の
。

Ｑ
新
庁
舎
と
旧
庁
舎
の
管
理
費
の
差
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
新
庁
舎
の
維
持
管
理
経
費
は
旧
庁
舎
と

比
較
す
る
と
、
約
３
倍
に
な
る
。

Ｑ
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
伴
う
人
件
費
予
算
は
。

Ａ
平
成
31
年
度
の
物
件
費
予
算
で
比
較
す

る
と
、
約
４
３
０
０
万
円
の
増
に
な
る
。

Ｑ
小
児
の
休
日
診
療
事
業
に
つ
い
て
、
今

後
も
今
の
形
で
継
続
は
可
能
か
。

Ａ
小
児
の
休
日
診
療
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
、
担
当
者

を
明
確
に
し
目
標
を
立
て
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

Ａ
最
低
一
つ
の
ロ
ケ
は
も
っ
て
き
た
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
観
光
課
の
職
員
を
担
当

窓
口
に
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
河
川
整
備
事
業
費
の
修
繕
料
、
委
託
料

の
内
容
は
何
か
。

Ａ
側
溝
の
修
繕
と
新
田
地
区
の
用
悪
水
路

の
清
掃
な
ど
の
業
務
委
託
で
あ
る
。

Ｑ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事

前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
事
業
費
の
内
訳
は
。

Ａ
ス
ペ
イ
ン
の
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム
誘
致

で
本
市
負
担
額
を
約
３
０
８
万
円
、
ド
イ

ツ
の
パ
ラ
陸
上
競
技
誘
致
で
約
６
２
７
万

円
、
事
務
費
関
係
経
費
な
ど
共
通
部
分
で

約
４
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ
九
州
学
生
駅
伝
に
つ
い
て
、
費
用
対
効

果
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
止
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ
選
手
だ
け
で
な
く
、
関
係
者
も
非
常
に

興
味
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。
経
費
を
切
り
詰
め
な
が
ら
も
、
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

※
第
23
、
24
号
は
関
連
が
あ
る
た
め
一
括
審
査

●
第
23
号　

平
成
31
年
度
（
令
和
元
年

度
）
島
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
【
可
決
】

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
７
８
２
５
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
２
４
９
億
６
３
９
５
万
円
と

す
る
も
の
。

●
第
24
号　

令
和
２
年
度
島
原
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
【
可
決
】

　

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
億
７
８
２
５
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予

算
の
総
額
を
２
３
０
億
２
３
７
４
万
４
千

円
と
す
る
も
の
。

Ｑ
二
つ
の
議
案
の
関
係
は
。

Ａ
こ
の
補
正
は
第
五
小
学
校
と
第
二
中
学

校
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化
事
業
及
び
降

灰
防
除
事
業
に
か
か
る
経
費
で
あ
る
。
国

の
補
正
予
算
に
伴
い
、
平
成
31
年
度
の
事

業
に
前
倒
し
と
な
っ
た
。
新
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
た
分
を
減
額
し
、
31
年
度
予

算
に
追
加
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

※
第
25
号
議
案
は
委
員
会
付
託
な
し

●
第
25
号　

平
成
31
年
度
（
令
和
元
年

度
）
島
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
【
可
決
】

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

４
６
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

２
４
９
億
８
８
５
５
万
円
と
す
る
も
の
。

予
算
審
査
特
別 

委
員
会

pick up（歳出）

 

移
住
・
定
住
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
５
７
万
円

 

堀
町
縦
線
整
備
事
業

 

　
　

 

　
　
　

４
億
２
０
０
３
万
円 

 

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
構
築
事
業　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　

４
億
３
９
８
０
万
円 

 

親
和
町
湊
広
場
線
整
備
事
業　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

１
億
４
０
３
４
万
円

 

船
津
地
区
高
潮
対
策
事
業

 
　
　
　
　
　
　
　

 

２
億
３
千
万
円

 

九
州
オ
ル
レ
の
コ
ー
ス
整
備
等　

 

　
　
　
　
　
　

 

２
４
８
万
９
千
円

 

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

 

（
無
電
柱
化
）　
　

 

３
４
０
６
万
円

 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ

 

事
業　
　
　
　
　

 

１
３
３
８
万
円

 

審
査
件
数
４
件

pick up（歳出）

 

新
庁
舎
整
備
事
業
に
伴
う
管
理
業

 

務
委
託
料　
　
　

▲
４
１
０
万
円

 

新
庁
舎
整
備
事
業
に
伴
う
工
事
請

 

負
費　
　

▲
２
億
３
６
０
０
万
円

 

農
業
用
た
め
池
整
備
に
か
か
る
負

 

担
金　
　
　
　
　
　

８
０
０
万
円

 

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

　
　
　
　
　

 

▲
６
８
６
万
２
千
円

 
保
育
所
等
副
食
費
助
成
事
業

 

　
　
　
　
　
　
　

 

３
８
８
８
万
円

pick up（歳出）


